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小特集 第３回世界水フォーラムを契機とした「水と食と農」の議論を中心に

特 集 の 趣 旨
３月１６日から２３日まで，滋賀，京都，大阪において開催された第３回世界水フォーラム（WWF３）には，世界１８２の国・地域
から２４，０００人以上の参加があり，３８のテーマと５つの地域に関わる３５１のセッションで議論が展開されました。WWF３は，「閣
僚級国際会議」と，「フォーラム」，「フェア」に大別されますが，農業分野に関しては，特に，国連食糧農業機関（FAO）と日本
の農林水産省が各国・国際機関に呼びかけ，「『水と食と農』大臣会議」を特別に開催しました。

一方，フォーラムでは，FAOや国際かんがい排水委員会（ICID）が中心となり，「農業，食料と水」をテーマに各種セッション
が開催されました。この中では，農業土木学会をはじめ関係機関・団体の共催で一連のセッションも企画され，前回まであまり議

論されなかった，たとえば，モンスーンアジアの水田灌漑や，水田が有する多面的な役割など，多種多様な議論が行われました。

また，これとリンクして「水と食と農フェア」が関係団体の協力で開催され，多くの入場者で賑わいました。

このように，WWF３での「水と食と農」の議論からは，２１世紀の食料・農業施策や各種行動への反映が大きく期待されるとこ
ろであり，今回，その成果とこれまでの取組みの経過等について取りまとめるべく，小特集として企画しました。

２．「水と食と農」大臣会議，閣僚級国際会議の報告

宮元 均・雑賀 幸哉・馬場 範雪・進藤 惣治

世界人口の増大に伴って食料生産のための水需要の増大が予

測される中で，限られた水資源の効率的かつ持続可能な利用を

促進するために，農林水産省は，第３回世界水フォーラムの機

会を捉え，FAOとの共催による「水と食と農」大臣会議を開
催するとともに，閣僚級国際会議の「食料と農村開発のための

水」分科会を主催した。これらの会議の成果として，我が国の

農林水産業施策の基本的枠組みである「いのち・循環・共生」

に沿った，１）食料安全保障と貧困軽減，２）持続可能な水利

用，３）パートナーシップに基づく農業用水に関する大臣勧告文

を採択し，世界的な認識の構築と行動の指針を提示した。

（農土誌７１―７，pp．１７～２１，２００３）
第３回世界水フォーラム，「水と食と農」大臣勧告，閣

僚宣言，食料安全保障，貧困軽減，持続可能な水利用，

パートナーシップ

３． 第３回世界水フォーラムの特徴

的場 泰信

２０００年に開かれた第２回世界水フォーラムは淡水に関する

多数の課題を一気に表面化させた。これらの課題は，その後も

世界各地で議論が続けられてきたが，合意を見るまでに至って

はいない。水問題の議論への対応とアジアで初めて開催される

世界水フォーラムにアジア地域の特性を示し，かつ，アジアか

ら多数の参加者を得ることが第３回世界水フォーラムの大きな

課題であった。オランダのハーグで開催された第２回世界水

フォーラムと比較しながら今回の世界水フォーラムの特色を示

す。また，世界水フォーラムの主催者である世界水会議におけ

る議論の一端，さらに，フォーラムでの議題選択や会議の進め

方にユニークな工夫を凝らした点を紹介した。

（農土誌７１―７，pp．２２～２５，２００３）
第３回世界水フォーラム，世界水会議，第２回世界水

フォーラム

１． 世界の水資源とわが国の農業用水

―食料・農業・農村政策審議会企画小委員会報告―

三野 徹・林田 直樹・奥田 透

平成１５年３月に食料・農業・農村政策審議会の農業農村整

備部会企画小委員会が，報告「世界の水資源とわが国の農業用

水」をとりまとめた。同報告では，世界の水資源の現状や課題

を整理した上で，農業用水の特性についての整理を行い，農業

用水が自然条件等によって地域性に富んでいることを示すとと

もに，差異が顕著と考えられる乾燥地域と湿潤地域に分けて，

それぞれにおける主な課題等の整理を行っている。さらに，湿

潤地域に位置するわが国の農業用水の現状についても触れてい

る。そして，これらを踏まえ，水資源に係る各種課題の解決に

向けた世界とわが国の農業用水の今後のあり方等について，必

要と考えられるいくつかの視点を提示している。

（農土誌７１―７，pp．１３～１６，２００３）
食料・農業・農村政策審議会，企画小委員会，水資源，

農業用水，世界水フォーラム，かんがい，多様性

４． 主要テーマ「農業，食料と水」をめぐる議論と

日本・アジアからの発信

落井 康裕・山岡 和純

「農業，食料と水」を共通テーマに１４のセッションの関係者

が参加したオープニング・プレナリー（開会全体会合）とラッ

プアップ・プレナリー（取りまとめ全体会合）の議論を中心に，

このテーマのもとで，日本・アジアからどのような発信を企図

したかについて論じる。関係者は，モンスーン・アジアの水問

題に焦点を当てるだけではなく，農業土木技術のアイデンティ

ティの認識，地球規模の水と食料の安全保障確保への貢献を問

題意識に据えた。また，湿潤地域の水田灌漑が有する多面的な

役割と高い持続性，これを支える農民の自主性による水管理の

重要性，さらにはさまざまな経済議論を取上げ，ひな形を提示

しながら議論の方向づけを行った。

（農土誌７１―７，pp．２６～３１，２００３）
モンスーン・アジア，水資源，世界水フォーラム，灌漑

の多様性，多面的機能，貧困と飢餓，水田灌漑，農業土

木技術



５． 水：食料安全保障の源

―セッション―

吉永 健治・レト フローリン・ダニエル ルノー

FAOは，第３回世界水フォーラムにおいて，農林水産省と
の共催による「水と食と農」大臣会議の開催，さらにセッショ

ン「農業，食料と水」の組織と参画など主要な役割を担った。

本報では，FAOが上記セッションのサブ・セッションとして
開催した「水：食料安全保障の源」の内容と議論の結果につい

て紹介する。

議論において，農業用水への投資は農業用水の効率化，食料

の安全保障への貢献，ひいては他分野の逼迫する水需要への水

の再配分の可能性などが強調された。また，これに関連して，

灌漑農業と天水農業，灌漑の近代化，低コスト灌漑，仮想水，環

境と地下水問題など農業用水に関する議題について言及する。

（農土誌７１―７，pp．３２～３６，２００３）
食料安全保障，栄養不足人口，水・作物効率性，仮想水，

灌漑の近代化，低コスト灌漑技術，総合的水資源管理，

農業用水への投資，世界水フォーラム

１０． 灌漑の多様性と多面的役割 国際水議論の

スコープ拡大

―セッション―

山岡 和純・柿田 洋一・落井 康裕

「モンスーンアジア水社会の発展：かんがいの多様性と多面

的機能」「かんがいの水生産性と外部経済・不経済」「農村の水

が育む豊かな生態系と水質の保全」をテーマとした３セッショ

ンの議論を総括するパネルディスカッションでの議論の内容を

報告しつつ，これらのセッションを通じた成果と評価について

論じる。各パネリストは，農業用水の議論のスコープを広げる

べきであるとの認識で一致したが，多面的機能の定量的評価，

灌漑の多様性の相互理解，灌漑の真の外部性の探求，貧困と飢

餓の撲滅へ向けた取組みなど，さらなる研究と議論を展開する

重要性が指摘された。

（農土誌７１―７，pp．５２～５６，２００３）
世界水フォーラム，国際水議論，灌漑の多様性，多面的

機能，モンスーン・アジア，水田灌漑

９． 農村の水が育む豊かな生態系と水質の保全

―セッション―

米田 博次・山口 和彦・下舞 寿郎・高橋 徹

モンスーンアジアの灌漑水田農業が，食料生産を確保しつつ

今後とも環境と共生していくための取組みについて，地域に根

ざした保全活動に焦点を当て議論した。

発表者やパネリストは，日本，韓国，スリランカの研究者，

女性活動家，環境保全 NPO，農業者，マスコミなど幅広い立
場から構成され，会場との意見交換も交え，食料生産と環境保

全の両立のために，女性の地位向上，住民や NPOの参加，百
姓仕事の正当な評価が必要であることなどが議論された。

（農土誌７１―７，pp．４８～５１，２００３）
WWF３，生態系保全，水質保全，地域活動，住民参加，

女性

８． 誰がために水を育むか

―セッション：かんがいの水生産性と外部経済・不経済―

柚山 義人・奥島 里美・安養寺久男

第３回世界水フォーラムのセッション「かんがいの水生産性

と外部経済・不経済」は，水利用の多様性を軽視した水利用の

経済効率主義という欧米主導の国際水議論のデファクト・スタ

ンダード化への対抗，モンスーンアジア水田農業のアイデン

ティティ確立という意図で企画された。参加者は，世界各地の

水利用や農業は多様性を有していることを認識し，モンスーン

地域と乾燥地域における灌漑の考え方のギャップを埋めようと

した。農村社会と結びついている水田灌漑農業における水生産

性は，その営みを通して発揮される多面的な機能や外部経済・

不経済を考慮して評価されるべきである。公正な国際水議論の

実現には，説得力のある情報の提出が求められる。

（農土誌７１―７，pp．４４～４７，２００３）
モンスーンアジア，水田灌漑，多様性，水生産性，外部

経済，国際水議論，WWF３

７． モンスーンアジア水社会の発展：かんがいの多様性と

多面的機能

―セッション―

凌 祥之・奥島 里美・安養寺久男

本報では，「農業，食料と水」のテーマの下で開催された標

記セッションと議論の概要を紹介する。このセッションでは，

神田外語大学の石井米雄博士の基調講演に続き，各方面の７名

から話題提供があった。これらは，主に水田稲作を主体とする

モンスーンアジア地域における灌漑用水の多面的機能および農

業と灌漑の多様性を報告するものであった。話題提供の後には

それぞれ議論が行われ，聴衆はこれらの問題の重要性を再認識

した。セッションの成果の一部は「水と食と農」の大臣勧告に

も盛り込まれたが，これらの問題が世界中で容易に受け入れら

れるためには更なる努力が必要である。

（農土誌７１―７，pp．４０～４３，２００３）
WWF３，水管理，多面的機能，多様性

６． 第３回世界水フォーラムにおける ICID の見解

―セッション―

谷山 重孝

農業と食料生産のため，灌漑と排水に関する取り組みを行っ

ている ICID（国際かんがい排水委員会）は，第３回世界水フォー
ラム（WWF３）において，「農業，食料と水」のテーマのもと，
「食料と農村開発のための水：総合的水資源開発と管理」の分

科会を開催した。この分科会で，ICIDがWWF３に向けて取
り組んできたタスクフォース，「WWFへの ICIDの立場」，「食
料の充足，安全保障，貿易」，「社会経済的持続可能性」，「ベン

チマークによる成果測定」，「大型ダム建設に関わる適切な判断」

について，発表された内容および議論の一部を報告する。

（農土誌７１―７，pp．３７～３９，２００３）
ICID，農村開発，灌漑，食料生産，総合的水資源開発

管理，持続可能性，WWF３



１１． 灌漑施設・用水の持続的・効率的利用と農民参加

―セッション―

宮崎 雅夫・井田 充則

国際協力事業団と国際協力銀行は第３回世界水フォーラムに

おいて「灌漑施設・用水の持続的・効率的利用と農民参加」の

分科会を共同で開催した。

分科会では，先に行われた地域ワークショップで導かれた，

「農民参加と参加型水管理（PIM）の推進に対する日本の技術
協力方法として土地改良区制度の適用性の検討」という観点か

ら，基調講演，プレゼンテーションおよびパネルディスカッショ

ンが行われた。その結果，灌漑施設・灌漑用水を持続的・効率

的に利用するためには農民の参加が有効な手段であることが再

認識され，農民参加型の水管理や施設の維持管理を進める上で

は，日本の土地改良区制度が検討に値するとの提言がなされた。

（農土誌７１―７，pp．５７～６０，２００３）
土地改良区制度，農民参加，水利組合，参加型水管理

（PIM），パートナーシップ，世界水フォーラム

１３． 灌漑システムの参加型管理，水利用技術，及び水文学の応用

―セッション―

畑 武志

２００２年７月に開催された ICIDモントリオール総会の課題
５１会議「灌漑，排水及び洪水制御の統合と管理」の結論・勧

告で，灌漑排水等の参加型計画管理の有効性が指摘され，今後

この問題についてさまざまな形で議論し，展開していくことの

重要性が強調された。この勧告に呼応し，本セッションを企画

した。基調講演を ICID名誉副会長の L．S．Pereiraリスボン工
科大学教授（ポルトガル），特別講演をゲジラ大学水管理灌漑

研究所所長 H．S．Adam教授（スーダン），カトマンズ農民管理
灌漑システム振興財団理事長 P．Pradhan教授（ネパール），ICID
の S．P．Goyal事務局次長にお願いした。関係論文を事前に公
募したが，応募論文の中から７編の一般報告が選定され，参加

型水管理を中心に多角的な報告と討議が行われた。

（農土誌７１―７，pp．６４～６６，２００３）
参加型手法，水管理，灌漑，水文，水利用，世界水フォー

ラム

１２． アフリカ半乾燥地域のための砂漠化防止と農村開発手法

―セッション：アフリカにおける農業・食料と水―

奥平 浩・高間 英俊

アフリカ諸国は世界の政治経済などの変革の影響と気候変

動，HIV/AIDS，紛争などの混乱が加わり，その発展の方向性
すら見失ってしまっている。そのような中２００１年には，アフ

リカ諸国から「アフリカ開発のための新パートナーシップ

（NEPAD）」が打ち出され，自助努力による開発が議論された。
今秋には，「第３回東京行動計画（TICADⅢ）」が東京で開

催される予定である。ミレニアム開発目標（MDGs）では飢餓
や貧困状況の改善による食料安全保障の確保が緊急の課題であ

り，農業開発への期待は非常に大きい。このような背景を踏ま

え，水を巡るさまざまな問題について地球規模で議論する第３

回世界水フォーラムにおいて，国際協力事業団と緑資源公団が

共催した分科会の概要を報告する。

（農土誌７１―７，pp．６１～６３，２００３）
半乾燥地域，農業農村開発，砂漠化防止，アフリカ，世

界水フォーラム

１４． 水の歴史：その教訓に学ぶ

―セッション―

八丁 信正

３月１７，１８日に行われた水の歴史セッションの内容と討議の

結果について紹介した。国際かんがい排水委員会，国際水歴史

学会，国連大学，大阪府の４つの組織が主催したセッションで

は，社会学，歴史学，工学，文化など，多様な背景を有する９

カ国１４名の専門家，研究者が，歴史の失敗や教訓を活かすた

めのアプローチについて，活発な議論を行った。水利用や開発

における持続性確保のためには，水の有する多面的な特性や機

能に対する理解や配慮が重要であり，学際的な研究やアプロー

チを行う必要があるという結論が得られた。

我が国の水田や水利用の歴史に関しても，学際的な観点から

の研究が必要であると考える。

（農土誌７１―７，pp．６７～７０，２００３）
水の歴史，水の開発と利用，持続可能性，多面的機能，

学際的アプローチ，世界水フォーラム

１５． 農村地域における新たな水文化の創造

―シンポジウム―

高坂 正規・田中 秀明・田中 茂・室本 隆司

農村の都市化，混住化や，環境保全に対する国民意識の高揚

などを背景に，水土里ネット，地域住民，NPOなどが一体と
なった２１世紀にふさわしい水文化の創造が求められている。

そこで，水をはじめとする農村環境の保全に関わる取組みが行

われている滋賀県において，新たな水文化の創造に向けたさま

ざまな活動や今後の展望について議論を深めることを目的に，

第３回世界水フォーラムの分科会として，シンポジウムを開催

した。この概要や成果等について報告する。

（農土誌７１―７，pp．７１～７４，２００３）
世界水フォーラム，水土里ネット，滋賀県，グラウンド

ワーク，住民参加，参加型水管理，みずすまし構想

１６． 第３回世界水フォーラム「水と食と農フェア」

河� 和明・菊池 一雄・和田 充和

第３回世界水フォーラムにおいて，水田の多面的機能やかん

がい農業の多様性・地域性等について，一般市民に対してもで

きる限りわかりやすく，楽しく理解してもらうことを目的とし

て，農業農村整備事業関係１１団体で組織する「水と食と農フェ

ア実行委員会」の主催により，３月２１～２３日にかけて，京都市

左京区岡崎「みやこめっせ」においてフェア（展示）を実施し

た。

３日間で約３万人の見学者があり，大盛況のうちに一般市民

に対し，水田の多面的機能等について効果的な PRを行った。
（農土誌７１―７，pp．７５～７８，２００３）

第３回世界水フォーラム，水と食と農フェア，一般市民，

水田の多面的機能，かんがい農業の多様性・地域性，水

田かんがいの歴史・文化
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（講 座）

農業土木技術者のための生き物調査（その１０・最終講）

―水生植物調査法―

角野 康郎

農業の近代化に伴い，水田生態系の水生植物は次々と消滅

し，多くの種が絶滅危惧種となっている。これからの事業にお

ける環境への配慮では，これらの植物たちを保全することが課

題となる。本稿では，水田，水路，ため池に生育する水生植物

を対象に，基本的な調査の重要性と留意点をまとめた。事業前

に植物相の調査を行い，絶滅危惧種などの注目種については実

状を把握しておくことが重要である。現場の技術者には，少し

の配慮で消滅から救える植物たちが存在するという自覚が大切

であることを訴えた。種の同定など具体的な調査では，専門家

と協力できる仕組みを構築することも今後の課題である。

（農土誌７１―７，pp．８７～９１，２００３）
水生植物，水田，水路，ため池，絶滅危惧種，保全

２． PAWEES（国際水田・水環境工学会）第１回国際賞授賞式

松野 裕

第３回世界水フォーラム開催中の平成１５年３月２１日に，京

都で PAWEES第１回国際賞授賞式が開催された。今回は，日
本から３名，韓国と台湾からそれぞれ１名ずつの研究者が受賞

した。本報は，その国際賞授賞式と受賞者記念スピーチの概要，

および受賞者の略歴を紹介する。

（農土誌７１―７，pp．８５～８６，２００３）
PAWEES国際賞，水田・水環境工学，世界水フォーラ

ム

１． 水田農業地域の農業工学技術者育成に関する第２回国際会議

増本 隆夫

平成１５年３月２１日，京都市，農業土木学会主催で，第２回

水田農業地域における農業工学の技術者育成に関する国際会議

が開催された。これは，約１年前の第１回国際会議と韓国での

準備会合を受けたもので，１０カ国・地域から４０名が出席し

た。ここでは，この国際会議の詳細について報告する。議題は，

①各国における技術者育成に関する最近の動き（大学等高等教

育機関における教育プログラム，技術者育成プログラム・技術

士等の資格），②国際ジャーナル PWE発行と国際学会 PAWEES
設立までの経緯，③国際ジャーナルおよび国際学会の今後のあ

り方，④次期国際会議開催国であり，各国の合意事項は，京都

宣言２００３として纏められた。

（農土誌７１―７，pp．８１～８４，２００３）
水田農業，アジアモンスーン，技術者育成・認定，継続

教育，国際会議，世界水フォーラム

第２回水田農業地域における農業工学の技術者育成に関する国際会議および

PAWEES第１回国際賞授賞式

特 集 の 趣 旨
第２回水田農業地域における農業工学の技術者育成に関する国際会議および PAWEES第１回国際賞授賞式（２００３年３月２１日：
京都，オムロン㈱研修センタ）が，関係者の多大な協力を得て，無事終了することができた。

この会議の状況と成果を広く会員の皆様に紹介することを意図として企画した。


